
 

 

 

 

 

 

第2778回例会 2025年3月6日（木）     

● 司会進行 

ＳAA/山本順也会員・檜垣副委員長 

会報担当/ 川島事務局 

●点 鐘  上野会長  

●ソ ン グ 君が代 ・奉仕の理想・ 4つのテスト 

●お客様  米山奨学生：李俊傑 様 

会長挨拶  上野聡 会長 

 

本日は、市原ロータリークラブ３月第一例会に多くの会員の皆様、そして、２０１５－１６年度米山

奨学生、李俊傑さん、ようこそお越しくださいました。ありがとうございます。 

さて、先般開催の地区大会ですが、２月８日は磯貝幹事と２名、９日は、２３名で参加してまいりま

した。グループライン、ＨＰでお知らせしておりますが、２０２３－２４年度のクラブ表彰として、 

９つの表彰をいただきました。 

１．End Polio Now COA 《感謝状》２．100％ロータリー財団寄付クラブ《認証バナー》 

３．「Every Rotarian Every Year」クラブ《認証バナー》 

４．2023-24 年度ロータリー賞、５．会員増強優秀クラブ 6 名 

６．ロータリー財団年次寄付優秀クラブ 229.39 ドル 

７．ロータリー米山記念奨学会寄付優秀クラブ 2,060,000 円 

８．ロータリー米山記念奨学会功労クラブ 第 18 回 

９．ロータリー米山記念奨学会に対する創立記念特別寄付クラブ 60 周年 

また、個人としては、メジャードナーとして、平野さん、私が表彰されました。９日のお昼に開催の 

メジャードナー午餐会で、印象に残った事があります。メジャードナーレベルⅢのパストガバナーの 

梶原さんのお話の中で、「寄付を続けていく中で、寄付をするというより、支援をするという感覚にな

ってきている」と仰っておりました。今年度、寄付文化の醸成を掲げておりますが、【寄付支援文化の

醸成】と改めたいと思います。会長として参加した地区大会なので、そんなことも含めて、ロータリー

の良き思い出になるのかなと感じております。本日は、李さんの卓話、新入会員卓話として、諏訪さ

ん、村井さんを予定しております。特に諏訪さんは、話せと言われれば、いくらでもという方なので、

会長挨拶は、この辺で終わりにしたいと思います。結びに、春が近づいておりますが、まだまだ寒い日

が続いております。体調管理にご留意いただき、お過ごし頂ければと思います。 

以上、会長挨拶とさせていただきます。 



● 幹事報告 磯貝幹事 

                   千葉県いのちの電話ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ「協賛広告」２口行います。 

                   米山奨学生の世話クラブ内定 

                   「ストリートピアノでつなぐ祈りのハーモニー」３月１１日 

                    開催。RLI FT 養成コース３月２２日開催・会員増強・ 

                    退会防止ｾﾐﾅｰ「行列ができるクラブづくりセミナー」 

                    ３月 19 日開催・地区大会記念ゴルフ大会４月２３日 

                    同日アジアの祭典・チャリティーバザー 

                    第 9 回日台ロータリー親善会議 in 札幌５月３１日 

                    開催致します。ご参加希望の方は幹事又事務局まで 

  ご連絡お願い致します。 

● 本日の司会進行              ● 新本社落成のお祝い 

山本会員・檜垣副委員長          アヅマホールディングス株式会社  

 

 

 

 

 

 

 

 

アヅマホールディングス株式会社 山崎社長より  ● ３月誕生日の会員様 

                       山路会員・山本会員・赤星会員 

                                 誕生日おめでとうございます。          

 

 

 

 

 

 

● ３月結婚記念日の会員様 

山路会員・中山会員・石井会員・白鳥会員 

                        結婚記念日 

                           おめでとうございます。   

 

 

             

                         



● 本日のお客様 

元米山奨学生 李 俊傑 様   

千葉工業大学を卒業して２０１５年４月より米山奨学生として 

１年間市原ロータリークラブの皆様にお世話になりました。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
                  

        

              

              

              

       
                   

       

                               

       

     
       

      
    

           

         
        
           

       

       

                

                          



                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

            

              

        

          

  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

               

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     
           

  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

           

             
    

            

             
   



● 新入会員卓話  村井大介会員 

                    皆様、こんにちわ。本日卓話をさせていただきます昨年 

６月に入会した村井土地家屋調査士事務所の村井大介と申

します。よろしくお願いいたします。 

私は昭和５１年４月１７日生まれの４８歳です。家族は妻

と中学２年の長女、小学３年の次女の４人家族です。 

私は両親の実家である秋田県で生まれ、３歳の頃市原市引

っ越してきて４０年以上市原で生活しております。 

学生時代は国分寺台西小学校、国分寺台西中学校を卒業し

て高校は千葉県立磯部高校入学しました。小中高と野球 

ばかりやっていた学生時代だったと思います。 

高校卒業後は一浪して日本大学法学部に入学しました。 

大学４年になると、周りが就職活動を始めたところで自分も就職活動をなんとなく始めましたが、 

私は就職氷河期世代ど真ん中の世代であり、かなりの苦戦を強いられました。ようやく、内定がとれたの

が千葉ミサワホームという住宅販売会社でした。 

私が入社した会社は朝８時に出社し、退社時間は早くて２１時、遅ければ日付をまたぐような長い拘束

時間に加え、営業会社ならではの日々のプレッシャーのなかハウスメーカーの高額な住宅など簡単に売

れず、大変苦労しました。新人は管理客はいないので、やることといえばエリアをきめて飛び込み 

営業をしたり、古い名簿を貰って電話や訪問をかけるような仕事をしていました。 

いまでもそうですが、人見知りな性格で初対面の人と話をするのが苦手な私には大変苦痛極まりない仕

事でした。毎日がほんとにつらく、心身ともにただただ疲弊してい行く毎日でした。ただ、その経験が現

在の仕事における土地の地主への飛込の挨拶や訪問などの基礎となっており、つらい仕事でしたが今で

はいい経験となっております。結局、大きな成果も出せず、このまま営業の仕事をやっていく自信もなか

ったこともあり、２年ほどで会社を辞めてしまいました。 

無職になった私は父が一人で細々とやっていた土地家屋調査士の資格でも取ろうとなんとなく考え、 

学生時代にお世話になったアルバイト先に出戻り、２年間の浪人生活を経て、２６歳の時、土地家屋調査

士の資格取得いたしました。 

当時、父の事務所は人を雇えるような状態ではなかったため渋谷にある司法書士・土地家屋調査士兼業

の事務所で修行をすることにして、日々業務の勉強をしておりました。そんななか、父がそろそろ引退し

たいから最低賃金は保証するから一緒に手伝って欲しいとの要請がありました。 

仕事を始めると職人気質の父親とは全くそりが合わず喧嘩をしながら毎日仕事をしていました。 

ただ、仕事はなぜか増えていき父が引退できるような状態ではなくなっていました。しかし、リーマンシ

ョックが起き、仕事が減少してきたため父は半分業務を退くことになりました。 

売上の回復に奮闘するなか、３７歳の時に市原ＪＣの誘いを受け、事務所があまりいい状態ではないと

きでしたが、断りづらいのもあり入会することにしました。入った当初は２０歳から４０歳の若手で様々

に活躍している人たちがこの市原にこんなに多くいるのかとほんとに驚きました。当時の私は同業者と

不動産関連の職種の方しか付き合いがなかったためＪＣの入会は自分の視野をガラッと変える大きな契

機となりました。 



私のＪＣ活動は非常に地味なものでありましたが、様々な職種で活躍する方々との委員会活動や飲み会

の場は自分の交友関係をおおきく広げるいい機会となりました。 

一方売り上げは少しずつではありますが、回復していき４０歳の時に社員を１人雇えるくらいの売上に

なりました。今は従業員２人と私の３人で業務をこなしております。 

こんな弱小事務所の私が名だたる方々が入会されているロータリークラブに入会していいものか散々悩

みましたが、ＪＣに入会した時もそんな感じだったなぁ、誘われるうちが花かなぁと前向きに考えるこ

ととして、入会する決意をいたしました。私もプレイヤーとして業務をしている以上ロータリー活動に

積極的に参加することは難しいですが、できる範囲でお力になれればと考えております。まだまだ未熟

な私ではございますが、ご指導ご鞭撻の程のほどよろしくお願い申し上げます。 

最後に、私の初めての卓話を最後までご清聴いただき誠にありがとうございました。 

● 新入会員卓話  諏訪寿一会員 

            ※別途参照 

 

          ●ニコニコ報告 

            市原商工会議所青年部・・・3/1 高滝湖畔夜祭りへのご協力 

                ありがとうございました。事業の方も 2000 人近い方に 

                お越し頂き大成功でした。今後も市原の発展の為に 

                頑張っていきますので、よろしくお願いいたします。 

 

          松本弘行会員・・・篠田さんのダイスコーポレーションさんと 

           磯貝さんの空間工房さんのおかげで岡本薬局みなみ店の増改築工事が 

           完了しました。これからは発熱患者さんと一般患者さんを区別してお薬   

を渡す事ができるようになります。ありがとうございました。 

山崎克哉会員・・・新本社落成のお祝いをいただき心よりお礼申し上げます。 

         皆様のおかげをもちまして、無事に完成致しました。 

         是非お近くにお越しの際はお気軽にお立ち寄りくだされば幸いです。 

         ありがとうございました。 

檜垣昌宏会員・・・先日のＲＬＩ卒後コースの懇親会終了後、懇親会場にバックを忘れてしまい 

        国道に入る手前で戻って頂きました。運転をして頂きました磯貝幹事、 

        また同乗されていた上野会長・福原会員にはご迷惑をおかけしました。 

        申し訳ございません。 

檜垣昌宏会員・・・2 月 19 日に開催されました熊谷知事の講演会には、多くの皆様にご来場 

        頂き、誠にありがとうございました。会場の席数 490 名に対し、400 名を 

        超える方々に起こし頂き改めて感謝致します。ありがとうございました。 

上野会長・磯貝幹事・・・李さん、お帰りなさい。また機会があったら例会にお越し下さい。 

        そして李さん依頼久しぶりの米山奨学生が市原 RC に来ることになりました。 

        千賀工業大学のソンさんです。皆様よろしくお願いします。 

● 出席報告  出席者：43 名   欠席者：43 名  出席率：50.59％ 


